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２０２６年１１月１３日 

第一ネオ生命保険株式会社 

 

２０２６年度第２四半期（上半期）報告 
 

      第一ネオ生命保険株式会社（代表取締役社長：近藤良祐）の２０２６年度第２四半期（上半期）の

業績は添付のとおりです。 

 

 

※資料中、「第２四半期（上半期）」は「４月１日～９月３０日」を表しております。 
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１．主要業績 

（１）年換算保険料 

 

・保有契約                               （単位：百万円、％） 

区  分 ２０２５年度末 
２０２６年度 

第２四半期（上半期）末 

 

前年度末比 

個 人 保 険 104,832 106,620 101.7 

個 人 年 金 保 険 88 103 116.9 

合 計 104,921 106,723 101.7 

 
うち医療保障・

生前給付保障等 
63,101 66,923 106.1 

 

 

・新契約                                    （単位：百万円、％） 

区  分 
２０２５年度 

第２四半期（上半期） 

２０２６年度 

第２四半期（上半期） 

 

前年同期比 

個 人 保 険 7,246 7,175 99.0 

個 人 年 金 保 険 ― ― ― 

合 計 7,246 7,175 99.0 

 
うち医療保障・

生前給付保障等 
5,280 5,843 110.7 

（注）１．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、

１年あたりの保険料に換算した金額です。 

２．「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前

給付保障給付（特定疾病給付等）、保険料払込免除給付等に該当する部分の年換算保険料を

計上しています。 
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（２）保有契約高及び新契約高                                     

 

・保有契約高                                       （単位：千件、億円、％） 

区  分 

２０２５年度末 
２０２６年度 

第２四半期（上半期）末 

件 数 金 額 件 数 金 額 

 前年度末比  前年度末比 

個 人 保 険 1,248 20,687 1,348 108.0 20,792 100.5 

個人年金保険 0 12 0 120.6 13 114.9 

団 体 保 険 ― ― ― ― ― ― 

団体年金保険 ― ― ― ― ― ― 

（注）個人年金保険の金額は、年金開始後契約の責任準備金です。 

 

 

・新契約高                                  （単位：千件、億円、％） 

区  分 

２０２５年度 

第２四半期（上半期） 

２０２６年度 

第２四半期（上半期） 

件 数 金 額 件 数 金 額 

  新契約 
転換による

純増加 
 

前年 

同期比 
 

前年 

同期比 
新契約 

転換による

純増加 

個 人 保 険 109 1,376 1,376 ― 129 119.0 1,064 77.3 1,064 ― 

個人年金保険 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

団 体 保 険 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

団体年金保険 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 
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２．一般勘定資産の運用状況 

（１）運用環境 

 2026 年度第２四半期（上半期）の世界経済は、各国において金融政策の調整が進む中、景気

減速懸念を抱えながらも総じて底堅く推移しました。米国では、高金利環境が継続する中におい

ても、堅調な雇用環境や個人消費に加え、ＡＩ関連投資を背景とした企業業績の底堅さなどから、

景気は緩やかな拡大基調を維持しました。一方で、各国金融政策の動向や中東情勢をはじめとす

る地政学リスク等を背景に、金融市場は変動性の高い展開となりました。  

日本経済は、賃金上昇や設備投資の増加を背景に、景気の緩やかな回復基調が継続しました。

こうした中、日本銀行による政策金利の引き上げや海外金融政策の動向を巡る思惑等から、株

式・金利・為替市場は大きく変動しました。  

こうした経済情勢の中で、運用環境は以下のようなものとなりました。  

 

＜国内金利＞ 

10年国債利回りは、日本銀行による金融政策正常化の進展を背景に、3.0％台まで上昇しまし

た。 

 

10年国債利回り  年度始  2.355％  →  上半期末 3.060％ 

 

＜国内株式＞ 

日経平均株価は上昇しました。各国金融政策や地政学リスクを巡る不透明感から不安定な推移

となる局面もみられましたが、ＡＩ関連投資の拡大を背景とした企業業績の底堅さ等が下支えと

なり、堅調に推移しました。 

 

日経平均株価  年度始 51,063円     →  上半期末 66,753円 

ＴＯＰＩＸ    年度始 3,497ポイント  →  上半期末 4,108ポイント 

 

＜為替＞ 

円／ドルは、日米金融政策の方向性や金利差動向を巡る思惑を背景に変動しました。日本銀行

による利上げ観測が円高要因となる一方、米国の利上げ観測がドルを支える要因となり、変動性

を伴いながらも方向感に欠ける展開となりました。  

円／ユーロは、欧州景気の先行き不透明感や欧州中央銀行（ＥＣＢ）の金融政策動向を巡る思

惑に加え、日本銀行による政策金利の引き上げを背景とした円買い圧力もあり、小幅な円高・ユ

ーロ安となりました。  

 

円／ドルレート    年度始 159.88円  →  上半期末 157.35円 

円／ユーロレート  年度始 183.41円  →  上半期末 178.34円 

 

（２）当社の運用方針 

資産と負債の統合管理（ＡＬＭ）の枠組みのもと、生命保険の負債特性を踏まえ、安全性や公

共性に配慮しつつ、主に公社債などの確定利付資産で運用を行うことにより、安定的な運用収益

の確保を目指しています。 

 

（３）運用実績の概況 

2026年度上半期末における一般勘定資産残高は、359,491百万円となりました。運用資産残高

は、預貯金 62,070百万円、コールローン 29,000百万円、公社債 173,876百万円、外国証券 2,6

97百万円となりました。 

また、資産運用収益は 829百万円、資産運用費用は６百万円となりました。 

 

 



                                 第一ネオ生命保険株式会社 4 

３．資産運用の実績（一般勘定） 

（１）資産の構成             

（単位：百万円、％） 

区   分 
２０２５年度末 

２０２６年度 

第２四半期（上半期）末 

金 額 占 率 金 額 占 率 

現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ 77,935 21.6 91,070 25.3 

買 現 先 勘 定 ― ― ― ― 

債券貸借取引支払保証金 ― ― ― ― 

買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― 

商 品 有 価 証 券 ― ― ― ― 

金 銭 の 信 託 ― ― ― ― 

有 価 証 券 196,252 54.5 176,573 49.1 

 公 社 債 192,055 53.3 173,876 48.4 

 株  式 ― ― ― ― 

 外 国 証 券 4,197 1.2 2,697 0.8 

  公 社 債 4,197 1.2 2,697 0.8 

  株 式 等 ― ― ― ― 

 そ の 他 の 証 券 ― ― ― ― 

貸 付 金 1,679 0.5 1,665 0.5 

不 動 産 180 0.1 172 0.0 

繰 延 税 金 資 産 2,935 0.8 2,907 0.8 

そ の 他 81,331 22.6 87,115 24.2 

貸 倒 引 当 金 △8 △0.0 △14 △0.0 

合 計 360,306 100.0 359,491 100.0 

 う ち 外 貨 建 資 産 ― ― ― ― 

（注）不動産については建物の金額を計上しております。 

 

（２）資産の増減                            （単位：百万円） 

区   分 
２０２５年度 

第２四半期（上半期） 

２０２６年度 

第２四半期（上半期） 

現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ △12,398 13,135 

買 現 先 勘 定 ― ― 

債券貸借取引支払保証金 ― ― 

買 入 金 銭 債 権 ― ― 

商 品 有 価 証 券 ― ― 

金 銭 の 信 託 ― ― 

有 価 証 券 9,127 △19,678 

 公 社 債 9,228 △18,178 

 株  式 ― ― 

 外 国 証 券 △100 △1,499 

  公 社 債 △100 △1,499 

  株 式 等 ― ― 

 そ の 他 の 証 券 ― ― 

貸 付 金 △124 △14 

不 動 産 △6 △7 

繰 延 税 金 資 産 115 △28 

そ の 他 5,351 5,784 

貸 倒 引 当 金 △0 △5 

合 計 2,063 △815 

 う ち 外 貨 建 資 産 ― ― 

（注）不動産については建物の金額を計上しております。 
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（３）資産運用収益                           （単位：百万円） 

区   分 
２０２５年度 

第２四半期（上半期） 

２０２６年度 

第２四半期（上半期） 

利息及び配当金等収入 692 829 

 預 貯 金 利 息 ― ― 

 有価証券利息・配当金 615 668 

 貸 付 金 利 息 20 23 

 不 動 産 賃 貸 料 ― ― 

 そ の 他 利 息 配 当 金 56 136 

商 品 有 価 証 券 運 用 益 ― ― 

金 銭 の 信 託 運 用 益 ― ― 

売買目的有価証券運用益 ― ― 

有 価 証 券 売 却 益 ― ― 

 国 債 等 債 券 売 却 益 ― ― 

 株 式 等 売 却 益 ― ― 

 外 国 証 券 売 却 益 ― ― 

 そ の 他 ― ― 

有 価 証 券 償 還 益 ― ― 

金 融 派 生 商 品 収 益 ― ― 

為 替 差 益 ― ― 

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 ― ― 

そ の 他 運 用 収 益 ― ― 

合     計 692 829 

 

 

（４）資産運用費用                                   （単位：百万円） 

区   分 
２０２５年度 

第２四半期（上半期） 

２０２６年度 

第２四半期（上半期） 

支 払 利 息 0 0 

商 品 有 価 証 券 運 用 損 ― ― 

金 銭 の 信 託 運 用 損 ― ― 

売買目的有価証券運用損 ― ― 

有 価 証 券 売 却 損 ― ― 

 国 債 等 債 券 売 却 損 ― ― 

 株 式 等 売 却 損 ― ― 

 外 国 証 券 売 却 損 ― ― 

 そ の 他 ― ― 

有 価 証 券 評 価 損 ― ― 

 国 債 等 債 券 評 価 損 ― ― 

 株 式 等 評 価 損 ― ― 

 外 国 証 券 評 価 損 ― ― 

 そ の 他 ― ― 

有 価 証 券 償 還 損 ― ― 

金 融 派 生 商 品 費 用 ― ― 

為 替 差 損 ― ― 

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 0 5 

貸 付 金 償 却 ― ― 

賃貸用不動産等減価償却費 ― ― 

そ の 他 運 用 費 用 ― ― 

合     計 1 6 
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（５）売買目的有価証券の評価損益                 

 

該当ありません。 

 

 

（６）有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外）                      （単位：百万円） 

 

（注）本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるもの等を含んでいます。 

 

・市場価格のない株式等および組合等の帳簿価額 

該当ありません。  

 

 

（７）金銭の信託の時価情報                              
 

該当ありません。 
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４．中間貸借対照表 

（単位：百万円）

期　別　

　科　目

51,935 62,070

26,000 29,000

196,252 176,573

（ う ち 国 債 ） （ 54,576 ） （ 46,268 ）

（ う ち 社 債 ） （ 137,478 ） （ 127,608 ）

（ う ち 外 国 証 券 ） （ 4,197 ） （ 2,697 ）

1,679 1,665

1,679 1,665

271 255

11,735 11,792

54,407 61,248

15,096 13,990

2,935 2,907

△8 △14

360,306 359,491

327,338 330,276

19,748 15,377

307,590 314,898

3,540 3,392

6,689 5,470

26 13

6,663 5,457

21 22

337,590 339,162

47,599 47,599

39,599 39,599

39,599 39,599

△64,316 △66,654

△64,316 △66,654

△64,316 △66,654

22,881 20,543

△164 △214

△164 △214

22,716 20,329

360,306 359,491

２０２５年度末
要約貸借対照表

（２０２６年３月３１日現在）

２０２６年度
中間会計期間末

（２０２６年９月３０日現在）

金　額 金　額

有 価 証 券

貸 付 金

保 険 約 款 貸 付

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 貯 金

コ ー ル ロ ー ン

そ の 他 資 産

繰 延 税 金 資 産

貸 倒 引 当 金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

再 保 険 貸

支 払 備 金

責 任 準 備 金

再 保 険 借

資 産 の 部 合 計

（ 負 債 の 部 ）

保 険 契 約 準 備 金

価 格 変 動 準 備 金

負 債 の 部 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

そ の 他 負 債

未 払 法 人 税 等

そ の 他 の 負 債

利 益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

繰 越 利 益 剰 余 金

資 本 金

資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金

純 資 産 の 部 合 計

負債及び純 資産 の部 合計

株 主 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計
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５．中間損益計算書 

 

（単位：百万円）

期　別　

　科　目

79,825 83,315

73,503 77,626

（ （ 50,288 ） （ 52,102 ）

（ （ 23,215 ） （ 25,523 ）

692 829
（ （ 692 ） （ 829 ）

5,628 4,859

（ （ 5,076 ） （ 4,370 ）

83,066 86,464

51,790 54,875

（ （ 1,202 ） （ 1,236 ）

（ （ 310 ） （ 296 ）

（ （ 7,699 ） （ 8,436 ）

（ （ 20,401 ） （ 22,125 ）

（ （ 973 ） （ 971 ）

（ （ 21,203 ） （ 21,810 ）

9,616 7,308

9,616 7,308

1 6

（ （  0 ） （  0 ）

19,448 21,971

2,210 2,301

△3,241 △3,149

－ －

1 1

△3,243 △3,150

△742 △858

△102 45

△845 △812

△2,397 △2,337

2025年４月１日から 2026年４月１日から
中間会計期間 中間会計期間

２０２５年度 ２０２６年度

経 常 収 益

保 険 料 等 収 入

金　額 金　額

2025年９月30日まで 2026年９月30日まで

そ の 他 経 常 収 益

う ち 支 払 備 金 戻 入 額 ）

資 産 運 用 収 益

うち利息及び配当金等収入）

う ち 保 険 料 ）

う ち 再 保 険 収 入 ）

う ち 年 金 ）

う ち 給 付 金 ）

保 険 金 等 支 払 金

う ち 保 険 金 ）

経 常 費 用

責 任 準 備 金 繰 入 額

う ち 再 保 険 料 ）

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

う ち 解 約 返 戻 金 ）

う ち そ の 他 返 戻 金 ）

経 常 利 益 (△ は経 常損 失 )

特 別 利 益

事 業 費

そ の 他 経 常 費 用

資 産 運 用 費 用

う ち 支 払 利 息 ）

法 人 税 等 合 計

中 間 純 利 益
( △ は 中 間 純 損 失 )

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額

特 別 損 失

税 引 前 中 間 純 利 益
(△ は 税 引前 中間 純損 失 )
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６．中間株主資本等変動計算書 
 

２０２５年度中間会計期間 

（２０２５年４月１日から２０２５年９月３０日まで）                     （単位：百万円） 

 

２０２６年度中間会計期間 

（２０２６年４月１日から２０２６年９月３０日まで）                  （単位：百万円） 

資本剰余金 利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 47,599 39,599 △64,316 22,881

当中間期変動額

　中間純利益
　（△は中間純損失）

△2,337 △2,337

　株主資本以外の項目の
　当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 ― ― △2,337 △2,337

当中間期末残高 47,599 39,599 △66,654 20,543

当期首残高 △164 △164 22,716

当中間期変動額

　中間純利益
　（△は中間純損失）

△2,337

　株主資本以外の項目の
　当中間期変動額（純額）

△49 △49 △49

当中間期変動額合計 △49 △49 △2,387

当中間期末残高 △214 △214 20,329

株主資本

資本金
株主資本
合　　計資本準備金

評価・換算差額等
純資産
合　計その他有価証券

評価差額金
評価・換算差額等

合計

資本剰余金 利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 47,599 39,599 △57,650 29,547

当中間期変動額

　中間純利益
　（△は中間純損失）

△2,397 △2,397

　株主資本以外の項目の
　当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 ― ― △2,397 △2,397

当中間期末残高 47,599 39,599 △60,048 27,150

当期首残高 △63 △63 29,484

当中間期変動額

　中間純利益
　（△は中間純損失）

△2,397

　株主資本以外の項目の
　当中間期変動額（純額）

△34 △34 △34

当中間期変動額合計 △34 △34 △2,432

当中間期末残高 △98 △98 27,051

評価・換算差額等
純資産
合　計その他有価証券

評価差額金
評価・換算差額等

合計

株主資本

資本金
株主資本
合　　計資本準備金
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注記事項 

（中間貸借対照表関係） 

２０２６年度中間会計期間末 

１  有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証

券については９月末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法）によっております。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

２ 固定資産の減価償却の方法は、次のとおりであります。 

① 有形固定資産（リース資産を除く。） 

定率法（ただし、建物については定額法）によっております。 

② リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとした定額法によっております。 

③ 無形固定資産（リース資産を除く。） 

定額法によっております。なお、ソフトウェアの減価償却の方法は、利用可能期間に基づく定額法に 

よっております。 

３ 貸倒引当金は、債権の貸倒れによる損失に備えるため、当社の定める「資産査定規程」、「同基準書」、「償却

及び引当金計上規程」及び「同基準書」に基づき、次のとおり計上しております。 

個別債権ごとに査定し、回収可能性に重大な懸念があると判断した債権または重大な価値の毀損が生じてい

ると判断した債権については必要と認められる額を引当てております。 

４ 価格変動準備金は、保険業法第 115 条の規定に基づき算出した額を計上しております。 

５ 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、事業費等の費用は税込方式によ

っております。なお、資産に係る控除対象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、前払

費用に計上し５年間で均等償却し、繰延消費税等以外のものについては、当中間会計期間に費用処理してお

ります。 

６ 責任準備金は、当中間会計期間末時点において、保険契約上の責任が開始している契約について、保険契約

に基づく将来の債務の履行に備えるため、保険業法第 116条の規定に基づき算出方法書（保険業法第４条第

２項第４号）に記載された方法に従って計算し、積み立てております。 

責任準備金のうち保険料積立金については、次の方式により計算しております。 

① 標準責任準備金の対象契約については金融庁長官が定める方式（平成８年大蔵省告示第 48 号） 

② 標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式 

なお、直近の実績に基づき将来の収支を予測すること等により、将来の債務の履行に支障を来すおそれがあ

ると認められる場合には、保険業法施行規則第 69 条第５項に基づき、追加して責任準備金を積み立てる必

要があります。中間会計期間末時点における責任準備金には、同項に従い、一部の保険契約を対象に追加し

て積み立てた責任準備金が含まれております。 

また、責任準備金のうち危険準備金については、保険業法施行規則第 69 条第１項第３号に基づき、保険契

約に基づく将来の債務を確実に履行するため、将来発生が見込まれる危険に備えて積み立てております。 

 

７ 既発生未報告支払備金 （まだ支払事由の発生の報告を受けていないが保険契約に規定する支払事由が既に

発生したと認める保険金等をいう。以下同じ。）については、新型コロナウイルス感染症と診断され、宿泊

施設または自宅にて医師等の管理下で療養をされた場合（以下「みなし入院」という。）等に入院給付金等

を支払う特別取扱を 2023 年５月８日以降終了したことにより、平成 10 年大蔵省告示第 234 号（以下「IBNR

告示」という。）第１条第１項本則に基づく計算では適切な水準の額を算出することができないことから、

IBNR 告示第１条第１項ただし書の規定に基づき、以下の方法により算出した額を計上しております。 

（計算方法の概要） 

IBNR 告示第１条第１項本則に掲げる全ての事業年度の既発生未報告支払備金積立所要額及び保険金等の支

払額から、みなし入院に係る額を除外した上で、IBNR 告示第１条第１項本則と同様の方法により算出して

おります。 

 

 

 

 

 

 

 



                                 第一ネオ生命保険株式会社 11 

８ 金融商品等に関する事項は、次のとおりであります。 

（１）金融商品の時価等に関する事項 

中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

 

中間貸借 
対照表計上額 
(百万円) 

時価 
(百万円) 

差額 
(百万円) 

①  有価証券    

a  満期保有目的の債券 157,978 141,763 △16,215 

b  その他有価証券 18,595 18,595 ― 

②  貸付金 1,665 1,665 ― 

資産計 178,239 162,023 △16,215 

(※) 現金及び預貯金、コールローンは短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであること

から、注記を省略しております。 

 

（２）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。 

 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係

るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：重要な観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。 

 

①  時価で中間貸借対照表に計上している金融商品 

区分 
時価（百万円） 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券     

その他有価証券     

  国債 18,497 ― ― 18,497 

  外国公社債 ― 97 ― 97 

資産計 18,497 97 ― 18,595 

 

②  時価で中間貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

区分 
時価（百万円） 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券     

満期保有目的の債券     

国債 25,137 ― ― 25,137 

  社債 ― 114,090 ― 114,090 

  外国公社債 ― 2,535 ― 2,535 

貸付金 ― ― 1,665 1,665 

資産計 25,137 116,625 1,665 143,428 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

ア．有価証券 

有価証券は、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価に分類してお

り、国債がこれに含まれております。公表された相場価格を用いていたとしても市場が活発でない場

合にはレベル２の時価に分類しております。 
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イ．貸付金 

貸付金は、貸付を担保資産の範囲内に限る等の特性により返済期限を設けておらず、返済見込期間及

び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、帳簿価額を時価としてお

り、レベル３の時価に分類しております。 

９ 債権のうち、破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権、三月以上延滞債権並びに貸付条件緩和債権

は、該当ありません。 

10 保険業法施行規則第 71 条第 1 項に規定する再保険に付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準

備金」という。）の金額は 50,230 百万円であります。 

11  契約の諸条件に照らして、以下の①②に該当する一定の再保険契約（保険業法施行規則第 71 条第３項に規

定する再保険に係るものを除く）に係る未償却出再手数料（受再保険会社から収受した手数料のうち、当該

再保険契約により再保険に付した部分に係る将来の収益又は利益から受再保険会社に支払うものをいう）の

当中間会計期間末残高は 64,269 百万円であります。 

①未償却出再手数料及びこれに附帯して支弁する費用その他これに準ずるものを受再保険会社に将来支払

うことを約するものであること。 

②保険契約に係るリスクのうち、当該再保険に付された部分に係るリスクの一部を移転するものであるこ

と。 

12 金額は、記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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注記事項 

（中間損益計算書関係） 

２０２６年度中間会計期間 

１ 保険料等収入及び保険金等支払金の計上基準は、次のとおりであります。 

（１）保険料 

保険料は、収納があり、保険契約上の責任が開始しているものについて、当該収納した金額により計上して

おります。 

なお、収納した保険料のうち、当中間会計期間末時点において未経過となっている期間に対応する部分につ

いては、保険業法施行規則第 69 条第１項第２号に基づき、責任準備金に繰り入れております。 

（２）再保険収入 

再保険収入は、再保険協約書に基づき元受保険契約に係る保険金等として支払った金額のうち再保険に付し

た額を、当該保険金等の支払時点において再保険収入に計上しております。 

また修正共同保険式再保険のうち一部の現金授受を行わない取引では、再保険協約書に基づき元受保険契約

に係る新契約費相当額の一部として受け取る額を再保険収入に計上するとともに、同額を未償却出再手数料

として再保険貸に計上し、再保険契約期間にわたって償却しております。 

（３）保険金等支払金（再保険料を除く） 

保険金等支払金（再保険料を除く）は、保険約款に基づく支払事由が発生し、当該約款に基づいて算定され

た金額を支払った契約について、当該金額により計上しております。 

なお、保険業法第 117 条に基づき、当中間会計期間末時点において支払義務が発生しているが支払いが行わ

れていない、または支払事由の報告を受けていないが支払事由が既に発生したと認められる保険金等につい

て、支払備金を繰り入れております。 

（４）再保険料 

再保険料は、再保険協約書に基づき合意された再保険料を元受保険契約に係る保険料の収納時点において、 

再保険料に計上しております。 

なお、再保険に付した部分に相当する一部の責任準備金につきましては、保険業法施行規則第 71 条第１項に

基づき不積立てとしております。 

２ 責任準備金繰入額の計算上、差し引かれた出再責任準備金繰入額の金額は 2,239 百万円であります。 

３ 利息及び配当金等収入は、有価証券利息・配当金 668百万円、貸付金利息 23 百万円、その他利息配当金 136

百万円であります。 

４ １株当たり中間純損失の金額は 563 円 38 銭であります。 

５ 再保険収入には、貸借対照表の注記第 11 項に掲げる一定の再保険契約に係る未償却出再手数料の増加額

16,042 百万円を含んでおります。 

６ 再保険料には、貸借対照表の注記第 11 項に掲げる一定の再保険契約に係る未償却出再手数料の減少額 9,231

百万円を含んでおります。 

７ 金額は、記載単位未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                 第一ネオ生命保険株式会社 14 

注記 事項  

（中間株主資本等変動計算書関係） 

２０２６年度中間会計期間 

１ 発行済株式の種類及び総数に関する事項 

                                   (単位：千株） 

 当 期 首 

株 式 数 

当 中 間 期 

増加株式数 

当 中 間 期 

減少株式数 

当中間期末 

株 式 数 

発行済株式     

普通株式  4,149 － － 4,149 

２ 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

    該当ありません。 

３ 配当金支払額 

  該当ありません。 

４ 金額は、記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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７．経常利益等の明細（基礎利益） 
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８．保険業法に基づく債権の状況 

（単位：百万円、％） 

区    分 ２０２５年度末 
２０２６年度 

第２四半期（上半期）末 

 破産更生債権及びこれらに準ずる債権  － － 

 危険債権  － － 

 三月以上延滞債権 － － 

 貸付条件緩和債権  － － 

小計  － － 
（対合計比）    （   －％）    （   －％） 

 正常債権  1,698 1,685 

合計  1,698 1,685 

（注）１．破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始又は再生手続開始

の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権

です。 

２．危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化

し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。（注

１に掲げる債権を除く。） 

３．三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している

貸付金です。（注１及び２に掲げる債権を除く。） 

４．貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、

利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付

金です。（注１から３に掲げる債権を除く。） 

５．正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から４ま

でに掲げる債権以外のものに区分される債権です。 

 

 

 

９．特別勘定の状況  

該当ありません。 

 

 

10．保険会社及びその子会社等の状況 

該当ありません。 
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